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第２章 大宮駅周辺の目指すウォーカブルなまちづくり 
 
１．国等のまちづくりの動向 

（１）「WEDO」ウォーカブルなまちなかづくり 
 国土交通省「都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会」により令和元年６月に発表

された中間とりまとめでは、居心地が良く歩きたくなるまちなかを構成する要素の頭文字をと
った「WEDO」をスローガンとして、『「居心地が良く歩きたくなるまちなか」からはじまる都市
の再⽣〜都市におけるイノベーションの創出と人間中心の豊かな⽣活の実現〜』が掲げられて
います。 

 居心地が良く歩きたくなるまちなかの形成に向けては、WEDO で示される「歩きたくなる歩行
者空間の創出（歩行者ネットワークの形成）」と、「多様な人が多様な使い方ができ、開かれた滞
在空間の創出（滞在空間の形成）」に加えて、通過交通をまちなか外へ誘導するための外周街路
整備などの「都市構造の改変等（道路ネットワークの形成）」の３つの要素を合わせて検討する
必要性が示されています。 

【「居心地が良く歩きたくなるまちなか」の形成のイメージ】 
出典：「都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会」中間とりまとめ報告書（ダイジェスト）／国土交通省 
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（２）駅まち空間の形成 

 「駅まち空間」とは、駅や駅前広場と
一体的に、周辺市街地との関係を踏ま
え、必要な機能の配置を検討すること
が期待される空間です。国土交通省が
発出する「駅まちデザインの手引き」
では、利便性・快適性・安全性・地域
性の高いゆとりある「駅まち空間」の
形成を目指して、関係者が連携して、
ビジョンをつくり、計画策定・整備・
維持管理に至るまでの一連のプロセ
スに関する考え方や進め方が示され
ています。 

 
（３）居⼼地が良く歩きたくなる グランドレベルデザイン 

 都市の魅⼒向上を図るためには、まちなかにおいて多様な人々が集い交流する官⺠のパブリッ
ク空間をウォーカブルな人中心の空間へ転換し「居心地が良く歩きたくなるまちなか」の形成を
推進することが必要です。 

 そのためには、沿道建築物の低層内部のアクティビティの可視化や街並みの景観形成、多様な活
動を促す環境整備などエリア単位でグランドレベル（街路、公園、広場、⺠間空地、沿道建物の
低層部等、まちなかにおいて歩行者の目線に入る範囲）の形成を進めることが重要です。「居心
地が良く歩きたくなるグランドレベルデザイン」では、構想・計画段階において必要となるビジ
ョンや体制づくり、アクティビティの誘発や空間の育成・管理の仕組みなども含めた、居心地が
良い空間を創るためのデザインのあり方が示されています。 

【グランドレベルの範囲】 
出典：居心地が良く歩きたくなる グランドレベルデザイン／国土交通省 

 
 

  

【駅まち空間のイメージ】 
出典：駅まちデザインの手引き／国土交通省 




